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こ
の
よ
う
に 、

石
仏
の
所
在
す
る
地
方
自
治
体
が
管
理
団
体
と
な
っ
た 。

同

→ヽ

史

跡

文
部
大
臣

田

中

隆

発
宗―
二
0
号

二
、

指

定

及

び

名

称

管

理

団

体

指

定

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
法
第
五
条
第一
項
二
依
リ

左
記
ノ
管
理
者
二
指
定
ス

昭
和五年

十一
月

二

十四
日

薬
師
堂
石
仏

付
阿
弥
陀
堂
石
仏

観
音
堂
石
仏

福
島
県
桐
馬
郡
福
浦
村

（
昭
和
四十三
年

二

月原

本

写

）

史
同 同

類

観 付 采哨
プ

阿
弥 師
陀

堂 堂 堂

石 石 石
仏 仏 仏

ー上 員ノ‘

艦 艇 艦 数

同 同 第

昭
ー

和
指八五

0年
号七 年月

八 月
日

日

-

ヽ

第

概

説

と
い
わ
れ
て
い
る 。

し
か
し 、
こ
の
城
舘
は
ど
こ
に
あ
る
か
は
判
明
し
な
い 。

常
磐
線
小
高
駅
下
車 、

南
方
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト

ル 、

旧
国
道
西
側
約
三

百
メ
ー
ト

ル
の
所

だ
い

ひ

さ

こ
の
地
は
俗
に
大
悲
山
と
呼
ば
れ 、

相
馬
氏
の
支
族
大
悲
山
氏
が
大
悲
山
村
（
現
在
の
泉

因
ん
で
称
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 。

こ
の
こ
と
は
大
悲
山
文
書
（
県
指
定 、

書
跡 、

行
方
郡
大
悲
山
事 、

如レ
元
可
久F二
領
知一
者 、

執
達
如仇
件

建
武

二

年
七

月
三

日

昭
三
0、
二 、

四 、

相
馬
胤
敏
氏
所
有）

右
近
将
監
清
高
奉

足
利
尊
氏 、

朝
延
に
そ
む
き 、

南
北
朝
の
動
乱
期
に
突
入
し
た
頃 、

本

家
で
あ
る
相
馬
家

は
北
朝 、

分
家
で
あ
る
大
悲
山
氏
は 、

南
朝
と
い
う
立
場
に
あ
っ
た 。

薬
師
堂
よ
り
西
方 、

約
八
百
米
の
と
こ
ろ
に
あ
る
上
根
沢
の
舘
跡
が 、

大
悲
山
氏
の
居
跡

で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
り 、
ま
た 、
こ
れ
よ
り
南
方
約
三

百
米
の
「
薬
師
前」
と
い
う
所
か 、

あ
る
い
は 、

東
方
約
五
百
米
の
と
こ
ろ
に
あ
る
「
金
子
坂」
が
当
時
の
塁
の
跡
で
は
な
い
か

国
宜

北

畠

顕

家

花

押

に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る 。

沢）

を

本

拠
と
し
て
い
た 。

（

鎌
倉
ー

室
町
時
代）

大
悲
山
氏
の
名
も
こ
の
三

石
仏
の
名
に

に
あ
る 。

こ
の
石
仏
は 、

福
島
県
相
馬
郡
小
高
町
泉
沢
地
内
に
所
在
す
る 。

三 、

概

亀

要

ー
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挿図1 三石仏附近地図

付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が、

の
ち
に
「
大
久」

と
改
め
ら
れ
た。

大
悲
山
の
地
名
は、

さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に、

石
仏
に
因
ん
で

治
三
年
ま
で
存
続
さ
れ
た
の
で
あ
る。

こ
の
よ
う
な
歴
史
を
た
ど
り
な
が
ら、

大
悲
山
慈
徳
寺
は、

明

（
七、

九
ヘ
ク
タ
ー
ル）、

人
口
は
不
明
と
な
っ
て
い
る。

田
二
十
三
町
二
反
（
二
三、

ニ
ヘ

ク
タ
ー
ル）、

畑
七
町
九
反、

次
の
弘
化
二
年
（
一
、

八
四
五
年）

の
春
の
調
査
記
録
に
は、

る
が、

そ
の
状
態
を
あ
ら
わ
し
た
記
録
は
み
つ
か
ら
な
い。

天
保
（

八
三
0
年
頃）

の
飢
饉
に
遭
遇
し
た
と
の
こ
と
で
あ

一
人
（
男
四
七
内
僧
一
、

女
四
六）

馬
十
三
頭
と
な
り、

そ
の
後

四
ヘ
ク
タ
ー
ル）、

戸
数
十
五
戸
（
う
ち
慈
徳
寺
一
）、

人
口
九
十

ま
た
文
化
元
年
（
一
、

八
0
四
年）
に
は、

田
圃
十
四
町
歩
（

戸
（
う
ち
慈
徳
寺
一

を
含
む）

と
な
っ
た。

戸、

人
口
八
十
七
人、

馬
十
頭
を
失
い、

わ
ず
か
に
生
在
戸
数
八

八
戸、

百
二
十
二
人
に
減
少、

さ
ら
に
同
六
年
に
は、

戸
数
二
十

し
か
し、

天
明
三
年
（一
、

七
八
三
年）

の
飢
饉
に
は、

二
十

中
心
地
で
あ
っ
た。

こ
の
大
悲
山
の
村
落
は、

元
腺
時
代
に
は
最
も
繁
栄
し、

戸
数

そ
の
後、

こ
れ
よ
り
東
方
約
六
百
米
（
現
在
の
地
名
大
久）

に

来
か
ら
伝
わ
る
記
録
や、

名
宝
を
失
っ
た
の
で
あ
る。

文
和
三
年
十
月
（一
、

三
五
二
年）

再
建
さ
れ
た。

こ
の
寺
が
火
災
に
あ
い、

古

も
八
十
戸
（
現
在
四
十
六
戸）

と
伝
え
ら
れ、

当
地
方
の
文
化
の

弥
陀
堂
の
東
方
約
百
米、

今
の
地
名
「
寺
屋
敷」

に
あ
っ
た
が、

ま
た、

こ
の
石
仏
を
管
理
す
る
た
め、

真
百
宗
の
慈
徳
寺
が
阿

2

 



深
い
と
こ
ろ
で
あ
る 。

の
真
向
に
位
置
し 、

伝
説
を
裏
づ
け
る
よ
う
な
体
裁
を
つ
く
る 。

を
高
肉
彫
り
に
し
た
も
の
で 、

薬
師
堂 、

阿
弥
陀
堂 、

観
音
堂
の
三
愈
よ
り
な
っ
て
い
る 。

古
老
の
碑
に
は 、

大
同
二
年
徳
一

大
師
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
が
明
確
で
は
な
い

。

専
門
家
の
調
査
に
よ
る
と 、

奈
良
時
代
の
仏
像
の
製
作
を
う
け
つ
い
だ
平
安
初
期 、

あ
る

し
か
し 、

こ
れ
ら
の
石
仏
は 、

当
地
方
で
は
特
に
め
ず
ら
し
く 、

石
造
芸
術
の
遺
跡
と
し

て 、

学
術
上
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る 。

薬
師
堂
の
境
内
に
は 、

「
大
悲
山
の
大
杉」
（
県
指
定 、

天
然
記
念
物 、

第
六
三
号）

が
樹
勢
よ
く
う
つ
蒼
と
茂
り 、

石
仏
開
基
の
当
時
を
偲
ば
せ
る 。

ま
た
盲
人
「
玉
都
と
大
蛇
」

の
伝
説
が
あ
り 、

そ
れ
に
か
か
わ
る
「
蛇
巻
山」

が
薬
師
堂

さ
ら
に
こ
れ
よ
り
北
方
約
五
百
米
の
と
こ
ろ
（
地
名
浪
岩
と
い
う）

（
町
指
定 、

史
跡 、

昭
三
0 、

二、

四、

に
は 、

浪
岩
古
噴
群

昭
和
四
一

、

三 、

三
一
）

が
列
を
な
し
て 、

二
つ
の
丘
陵
に
並
び
由
緒

い
は 、

平
安
後
期
の
作
で
あ
る
と
い
わ
れ
る 。

こ
の
石
仏
は 、

婉
艇
と
連
な
る
泉
沢
の
丘
陵
斜
面
の
岩
肌
を
彫
り
凸
め 、

こ
こ
に
磨
崖
仏

こ
の
地
が
度
々
の
火
災
に
遇
い 、

む
ら
人
は
す
っ
か
り
お
そ
れ
を
な
し 、

地

名
の
な
か
に
「
ヒ
」

の
音
が
「
火
」

に
通
ず
る
た
め
で
あ
ろ
う 、

と
改
め
た
と
の
こ
と
で
あ
る 。

こ
れ
は
奥
相
志
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が 、

と
い
う
こ
と
か
ら 、

泉
沢

そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る 。

「
旧
名
日
大
悲
山 、

後
作
大
久 、

昔
数
有
火
災 、

皆
謂
邑
名
有
火
音
故
有
火
災 、

因
以
改

泉
沢 、

亦
無
火
災
云
々
」

と
こ
ろ
が 、

各

石

仏

石
質
は 、

第
三
紀
砂
岩
と
い
わ
れ
て
い
る
が 、

岩
質
が
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
相
違
し 、

硬
目

の
と
こ
ろ 、

軟
弱
な
と
こ
ろ 、

あ
る
い
は
泥
土
化
し
た
と
こ
ろ
な
ど
不
均
一

で
あ
る 。

天
井
は
水
平
に 、

後
壁
は 、

彎
曲
し
た
寵
を
う
が
ち 、

ま
た 、

各
尊
の
光
背
は 、

後
壁
に
薄
肉
彫
お
よ
び
線
彫
り
で
あ
ら
わ
し
て
い
る 。

彩
色
は
肉
身
部
に
黄
土 、

衣
部
に
丹
彩
が
残
る
が
も
と
は 、

光
背
の
覆
輪
に
金
箔 、

台
座
蓮
華
高

諸
尊
最
大
巾
（
台
座
で）

諸
尊
最
大
奥
（
台
座
で）

基

壇

高

三 、

七
0
ー

ニ 、

0
0
米

二 、

二
七
l-
、

二
五
米

各
々
約

一
、

三
七
米

各
々
約

0 、

八
八
米

諸
尊

像

高

二 、

八

：
�
一
、

高

さ

奥

行

裔

間

口

ロ

法

し
か
し 、

こ
れ
ら
彩
色
が
当
初
の
も
の
か
否
か
は
不
明
で
あ
る 。

他
に
群
青
が
み
ら
れ
た
と
い
う 。

て
い
る
（
台
座
共）

。

四、

イ

概

日

薬

一

五 、

三
0
米

五 、

二
0
米

五 、

四
五
米

量

の

概

要

八
〇
米

こ
こ
に
諸
尊
を
高
肉
彫
に
刻
出
し

そ
の

3
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挿図2 三石仏の配置図→
至水戸・東京

(7)薄肉比立形

(8)薄肉菩薩

大

平

洋

韮

天

井

端

ー

ー

ー

'
,

 

＇
 

ー

ー
ー
|

 

ー

ー

ー

、',6
’
ー
，

�
 悶

挿図4 薬師堂縦断面図
縦断面図

横断面図

薬
師
堂
石
仏
の
横
断

而
図
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阿
弥
陀
如
来
坐
像

（
現
存
せ
ず）

⑱
観
音
菩
薩
立
像

5
 

⑱
観
音
菩
薩
立
像

図挿

(4) 飛 (3)
釈 天 弥 旦
喜 人喜 喜
塁 喜 翌
像 像

大悲山薬師堂磨崖仏復元想像図（美術院国宝修理所作製）

③
弥
勒
仏
坐
像

飛
天
人

り
地
蔵
菩
薩
立
像

①
薬
師
如
来
坐
像

5
 

諸
像
の
台
座
は
①
し

⑥
ま
で
は
各
々
後
壁
よ
り

半
円
形
に
彫
出
し 、

蓮

る 。
以
上
の
他
⑦ 、

比
丘
形
の
足
許
に
化
仏
坐
像
二
躯
並
列
薄
肉
彫
と
す
る

⑤
と
⑥
の
間
の
壁
面
に
薄
肉
彫 、

形
状
不
明 、

あ
る
い
は
比
丘
形
か 。

①
と
②
の
間
の
壁
面
に
薄
肉
彫 、

形
状
不
明
⑦ 、

落
離

（
②
と
対
に
な
る
も
の
か） 、

左
手
屈
腎 、

前
は
崩
れ
形
状
不
明

命
中
央
に
位
置
し

像
高
最
大 、

左
手
屈
臀 、

右
手
膝
上 、

鉄
坐
の
膝

④ 、

如
来
形
坐
像
（
釈
迦
如
来
像）

左
手
膝
上
で
掌
を
伏
せ 、

右
手
屈
臀 、

左
足
外
結
珈
肢
坐

③ 、

如
来
形
坐
像
（
弥
勒
仏
坐
像）

居
臀 、

前
膊
中
ば
よ
り
欠
失 、

左
足
外
結
珈
扶
坐

① 、

如
来
形
坐
像
（
薬
師
如
来
坐
像） 、

左
手
膝
上
で

掌
を
仰
ぎ 、

諸
像
の
配
置
お
よ
び
形
状

右
端
（
向
っ
て
右
よ
り）

② 、

菩
薩
形
立
像
（
観
音
菩
陸
立
像）

左
手
垂
下 、

右
手
屈
臀 、

直
立

⑤ 、

如
来
形
坐
像
（
弥
勒
仏
坐
像）

④
と
同
形 、

左
足
外
結
珈
扶
坐

⑥ 、

菩
薩
形
立
像
（
観
音
菩
薩
立
像）

⑦ 、

比
丘
形
立
像
（
地
蔵
菩
薩
立
像）

⑧ 、

菩
薩
形
立
像
（
観
音
菩
薩
立
像）

右
手
垂
下 、

直
立 、

頭
部

が 、

そ
の
右
方
分
は
①
如
来
の
光
背
像
よ
り
茎
を
出
す
蓮
台
の
上
に
坐
る

形
で
あ
り 、

お
そ
ら
く 、

光
背
周
像
化
仏
を
あ
ら
わ

す
も
の
と
思
わ
れ

ノ‘

右
手
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挿図6 大悲山観音堂石仏復元想像図（美術院国宝修理所作製）

イ

概

り
水
滴
が
落
下
す
る
と
い
う。

口

阿

弥

陀

堂

因
み
に
諸
像
配
置
の
構
成
を
考
え
る
と、

こ
の
部
に
は
も
と
左
端
に
如
来
坐

り、

こ
こ
に
蔓
草
の
根
が
は
っ
て
い
る。

②、

全
面
表
層
の
朽
損
剥
落
甚
大
で、

残
存
部
（
重
要
な
彫
刻
面
を
残
す
も
の
）

も
浮
上
り、

剥
落
進
行
中
で
あ
る。

④、

全
面
の
石
質
は
均
一

で
な
く、

大
略
上
半
部
よ
り
下
半
部
の
方
が
石
質
も
ろ

く、

特
に
籠
左
端
の
菩
薩
⑥
お
よ
び
そ
の
外
側
は
土
化
し
て
崩
壊
し
つ
つ
あ

像
①
と
同
形
の
も
の
が
刻
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る。

⑤、

爺
上
半
部
は
岩
に
湿
気
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ、

夏
季
に
は
天
井
よ

⑥、

部
分
的
で
あ
る
が、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
青
徹、

苔
の
発
生
が
み
ら
れ
る。

薬
師
堂
の
北
東
約
百
米
程
の
所
に
あ
る
一

裔
で、

石
質
は
薬
師
堂
と
同
じ
く、

③、

母
岩
部
も
朽
損
著
し
く、

と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
粉
化
し
て
い
る。

台
座
は
蓮
花
以
下
は
形
状
不
明

み
別
保
存）、

両
手
も
欠
損
著
し
く
印
相
等
は
不
明
で
あ
る。

周
像
火
焔
に
造
る。

す。
光
背
は、

全
像
各
々
二
重
円
光
を
後
壁
に
藩
肉
彫
お
よ
び

線
彫
り
で

あ
ら
わ

①
如
来
分
は
二
亜
覆
輪
連
珠
文、

二
重
覆
輪
雲
形
唐
草、

二
重
覆
輪
鋸
歯
文、

現
状
損
傷
等

①、

各
像
と
も、

顔
面
は
ほ
と
ん
ど
欠
損
亡
失
（
⑥
菩
薩
像
の
顔
面
離
落
断
片
の

花
座
（
二
辺
切
付
蓮
弁）

を
形
成
す
る
が、

蓮
花
の
下
は
崩
れ
形
状
不
明。

6
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挿図7 阿弥陀堂正面

観
音
坐
像

籠

台
座
全
両

像 高

高 さ

奥

行 ロ

推
定

約 約 約

間

約

ロ

法

量

頂
に
あ
げ 、

他
の
脇
手
は
各
持
物
を
執
る 。

高
さ

奥
行

命
の
間
口

み
で
あ
る 。

阿
弥
陀
堂
よ
り
さ
ら
に
北
東
へ
丘
側
を
迂
回
し
て
約
四
百
米
程
の
所
に
位
置
す
る

。

岩
質
は
第
三
紀
砂
岩
で
薬
師
堂
と
同
質
で
あ
る 。

本
鉢
は 、

十
一

面
千
手
観
音
坐
像

で 、

頭
部 、

地
髪
部
に
化
仏
を
頂
き 、

最
上
段
の
脇
手
（
両
手）

イ

概

国

観
ロ

約 約 約 法

音

朽
損
甚
大
で
計
測
困
難
で
あ
る
が

像
は
坐
像
で
あ
っ

た
か
と
思
わ
れ
る 。

石
仏
は
ほ
ぽ
南
向
き
に
な
っ
て
い
る 。

要

形
も
あ
き
ら
か
で
な
い
程
に
朽
損
し 、

寵
中
央
に
像
か
と
思
わ
れ
る
凸
気
を
残
す
の

三 、

0
0
米

二 、

0
0
米

四 、

0
0
米

一

三 、

0
0
米

二 、

七
二
米

―

二 、

0
0
米

五 、

五
0
米

二 、

0
0
米

で
如
来
形
化
仏
を
頭

7
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挿図8 観音堂石仏正面

⇔、

合
成
樹
脂
接
着
剤
に
よ
る
表
層
剥
落
止
お
よ
び．

亀
裂
接
合
（
大

エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
を
使
用）

す
な
わ
ち、

巳、

合
成
樹
脂
含
浸
に
よ
る
岩
質
強
化、

（
大
谷
の
場
合、

ア
ク
リ
ル

準
じ
た
方
法
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る。

師
堂
諸
像
な
ど
も、

遠
か
ら
す
阿
弥
陀
堂
や
観
音
堂
の
よ
う
に、

朽
損
崩
壊
す
る
も
の

保
存
の
方
法
は、

先
年
実
施
し
た
栃
木
県
大
谷
の
磨
崖
仏
（
特
別
史
跡、

重
要
文
化

財
指
定）

の
合
成
樹
脂
に
よ
る
岩
質
の
強
化、

表
層
剥
落
止
を
主
と
し
た
保
存
修
理
に

と
思
わ
れ、

緊
急
の
保
存
対
策
が
望
ま
れ
る。

前
記
の
よ
う
な
現
状
で
あ
る
が、

こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば、

も
っ

と
も
よ
く
残
る
薬

③、

地
上
五
0
セ
ン
チ
高
の
と
こ
ろ
に、

横
に
断
層
が
走
り、

④、

こ
の
命
は、

覆
堂
に
壁
を
は
ら
ず、

が、

さ
ら
に
同
氏
か
ら
は、

燥
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。

こ
の
部
い
ぐ
れ
る。

通
気
が
よ
い
た
め
か
全
面
に
わ
た
り
よ
く
乾

以
上
は
修
理
前
の
昭
和
四
十
年
八
月
十
日
し
十
一

日
の
二
日
間
に
わ
た
る
文
化
財
保

護
委
員
会
事
務
局
美
術
工
芸
課
文
部
技
官
西
川
杏
太
郎
氏
の
調
森
に
よ
る
も
の
で
あ
る

そ
の
保
存
対
策
と
し
て
次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い
る。

②、

残
存
の
表
層
部
も
剥
落
の
危
険
が
あ
る。

表
層
彫
刻
面
を
残
し
て
い
る。

損
し
て
い
る。

（
地
表
よ
り
約
一

米
の

と
こ

ろ、

る
）、

大
略
地
方
よ
り
七
セ
ン
チ
の
と
こ

ろ
よ
り
―

ニ
セ
ン
チ
の
高
さ
の
間
に、

左
右
壁
面
に

化
仏
各
一

躯
残

化
仏
坐
像
（
二
重
円
光
お
よ
び
台
座
付）

多
数
を
一

面
に
薄
肉
彫
で
彫
出
す
る、

賢

①、

阿
弥
陀
堂
同
様、

岩
質
朽
損
甚
大
で、

千
手
頭
部
上
半
部
お
よ
び
脇
手
上
方
分
左

右
七
腎
計
一

四
腎、

お
よ
び
そ
の
左
右
の
化
仏
を
残
し、

ノ‘

現

状

損

傷

劫
三
千
仏
と
伝
え
ら
れ
丹
彩
が
残
る。

ほ
と
ん
ど
表
層
剥
落
朽

8



こ
。
ナ

福
浦
村
長

渡

部

蔀

信
徒
総
代

鈴

木

治
左
衛
門

明
治
二
十
八
年
七
月
二
十
六
日

数
百
両
に
達
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る。

阿
弥
陀
堂、

観
音
堂
に
付
云
々

元
亨
三
年
四
月
(
-

三
二
三
年）、

相
馬
孫
五
郎
重
胤
公
が、

関
東
（
下
総
国）

崇
敬
さ
れ
藩
費
を
も
っ
て
保
護
を
加
え
ら
れ
た。

藩
費
を
廃
し
て
修
理
料
と
し
て
製
麹
判
を
与
え
ら
れ
た。

で、

こ
れ
を
石
仏
維
持
の
基
金
と
し、

を
残
す
の
み
と
な
っ
た
が、

そ
の
管
理
は
小
高
郷
陣
屋
で
担
当
し、

の
ち
ま
た
廃
藩
（
明
治
四
年）

と
な
り、

〇
御
届

第
八
種
該
当
仏
堂

内
務
省
訓
令
第
三
号
第
一

条
八
種
に
よ
り、

薬
師
堂、

付

ま
た、

こ
れ
よ
り
十
数
年
後
に
は、

福
島
県
令

山

吉

盛

典

殿

右

戸

長

下

浦

暁

晴

惣

代

清

信

鴨
左
衛
門

H

藩
政
に
よ
る
保
存
措
置

五、

修
理
前
ま
で
の

保
存
の

概
要

郎
氏
に
よ
る）

回、

薬
師
堂
寵
上
半
部
の
湿
気
の
原
因
調
査
と
除
湿
対
策

な
お、

以
上
の
よ
う
な
修
理
を
実
施
す
る
と
す
れ
ば
事
前
に
気
象、

地
形
の
学
術
調
査、

岩
質
調
査、

施
行
用
樹
脂
の
実
験、

調
査
な
ど
も
行
な
う
必
要
が
あ
ろ
う。

は、

昭
和
四
十
年
八
月
十
日、

文
化
財
保
護
委
員
会、

美
術
工
芸
課
文
部
技
官、

西
川
杏
太

な
ど
も
必
要
か
と
思
わ
れ
る。

そ
の
他

曰、

薬
師
堂
向
っ
て
左
端
岩
壁
の
土
化
崩
壊
防
止
策

谷
の
場
合
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
を
使
用）

な
ど
で
あ
る。

•

 

（
以
上
の
調
査

よ

り
下

向
し
て
以
来、

ゆ
う
ゆ
う
数
百
年
間、

連
綿
と
し
て
こ
の
地
を
領
し
つ
づ
け
た
公
は
石
仏
を

し
か
し
天
明
の
飢
饉
以
後、

藩
の
財
政
が
窮
乏
し、

藩
政
改
革
も
行
わ
れ、

文
政
に
至
り

の
ち
ま
た
こ
れ
も
廃
止
さ
れ
た
が、

相
馬
昌
胤
公
に
至
り、

金
一

封
の
寄
進
が
あ
っ
た
の

そ
の
利
殖
は

そ
の
後、

戊
辰
の
役
に
あ
い
整
理
も
容
易
で
な
く
な
り、

わ
ず
か
に
二、

三
十
両
の
証
書

そ
の
基
金
は
消
滅
し

こ
の
三
堂
の
う
ち、

薬
師
堂
の
寵
は、

地
元
の
人
た
ち
の
協
力
に
よ
り、

貞
和
元
年
（
一
、

さ
ら
に
貞
享
元
年
（
一
、

六
八
四
年）

に
至
り、

老
朽
化
し
た
寵
の
再
建
が
行
わ
れ、

明

こ
の
建
築
に
よ
っ
て、

千
古
繁
茂
し
た
境
内
の
樹
木
を
伐
材
し、

お
爾
後
の
保
存
維
持
の
た
め
の
基
金
と
し
て、

残
木
を
売
却
し、

金
三
十
両
を
備
え
た。

〇
信
徒
の
保
護
願
出

明
治
十
一

年
法
律
を
も
っ
て、

在
郷
寺
院、

仏
堂
が
廃
止
処
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で、

翌
年
五
月
信
徒
協
議
の
上、

三
石
仏
の
据
置
願
を
提
出
し
た。

明
治
十
二
年
五
月
二
十
日

願
人

金
性
寺
住
職

行
方
郡
大
久
村

新

発

田

文

硯

監
守

行
方
郡
南
小
高
村

こ
れ
と
同
時
に、

阿
弥
陀
堂
の
翁
も
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
る。

治
八
年
二
月
に
は、

三
度
目
の
改
築
が
行
わ
れ
た。

一
四
五
年）

に
建
て
ら
れ
た。

口

地
元
民
に
よ
る
保
存
措
置

そ
の
費
用
に
あ
て、



昭
和
三
十
三
年
ー
三
十
六
年
ま
で

改
築、

井
戸
川
覚
夢
（
本
名
忠
兵
衛）

昭
和
五
年
十
二
月
四
日
し
二
十
二
年
ま
で

昭
和
二
十
二
年
ー
三
十
三
年
ま
で

堂
守
名

。

丹

伊

田

信

亮

岡

（
本
名
璽
太
郎）

田

隆

界

福
島
県
知
事

観
音
堂
の
最
初
の
寵
の
建
築
は
明
瞭
で
な
い
が、

明
治
三
十
年
十
月
に
石
仏
の
一

部
が
落

ま
た
翌
三
十
一

年
に
は
薬
師
堂
阿
弥
陀
堂
の
屋
根
替
え、

同
年
六
月
に
は
薬
師
堂
石
段
の

同
三
十
七
年
五
月
に
は、

石
仏
管
理
の
た
め
の
庵
を
建
て、

同
時
に
堂
守
と
し
て、

の
入
居
を
得
た
が、

わ
ず
か
数
力
月
で
死
去
し
た。

昭
和
五
年
七
月
に
至
り、

現
在
の
保
存
会
館
を
建
て、

堂
守
を
お
い
て
保
存
に
あ
た
っ
て

い
る。

石
し
て、

霰
が
倒
壊
し
た
た
め、

同
年
十
一

月
に
仮
の
寵
を
建
築
し
た。

小

倉

信

近

殿

同

鈴

木

治
左
衛
門

信
徒
総
代

清

信

祐

治

〇
御
届

べ
き
旨
御
達
に
相
成
云
々

福
島
県
知
事今

般
宮
内
省
監
侍
全
国
宝
物
取
調
局
員
青
山
盈
穀
氏
本
年
九
月
中
窟
仏
像
を
実

施
せ
ら
れ、

そ
の
彫
刻
の
精
巧
妙
技
全
く
稀
有
の
も
の
に
依
り
縁
起
取
調
差
出

明
治
二
十
九
年
十
一

月
十
三
日

小

倉

信

近

殿

福
浦
村
泉
沢

大
悲
山
念
仏
講
を
組
織
し、

保
存
と
信
仰
に
つ
と
め
た。

曰

保
存
の
た
め
の
組
織

復
の
た
め、

地
元
有
志

五
名
（
鈴
木
治
左
衛
門、

石
田
太
郎
右
衛
門、

清
信
祐
治、

薬
師
堂、

阿
弥
陀
堂、

観
音
堂
の
三
翁
は、

屋
根
は
草
屋
根
で
覆
わ
れ、

完
全
な
保
存
状

況
で
な
か
っ

た
た
め、

老
朽
化
し
た
龍
の
再
建
を
は
か
ろ
う
と、

地
元
保
存
会
や、

心
と
な
っ
て、

因
や
県
か
ら
の
補
助
金
を

う
け、

に、

観
音
堂
は
昭
和
三
十
四
年
に、

荘
厳
な
建
物
と
な
っ
た。

こ
の
よ
う
に、

地
元
の
人
た
ち
に
よ
る
石
仏
保
存
の
意
欲
は
古
よ
り
強
く、

保
存
維
持
の

た
め
の
資
金
と
し
て、

石
仏
の
附
近
に
造
林
を
行
い、

ま
た
明
治
十
三
年
に
は、

三
堂
の
修

梅
田
伊
之
助、

遠
藤
庭
清）

か
ら、

基
金
と
し
て
玄
米
十
俵
が
貯
え
ら
れ、

明
治
三
十
九
年

に
は
さ
ら
に
五
名
（
鈴
木
治
左
衛
門、

清
信
祐
治、

梅
田
易
治
郎、

遠
藤
利
清、

石
田
太
郎

右
衛
門）

に
よ
り
米
十
四
俵
が
備
え
ら
れ、

し
た
の
で
あ
る。

こ
れ
が
石
仏
保
存
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果

明
治
三
十
一

年、

地
元
の
人
た
ち
に
よ
り、

保
存
会
設
立
の
気
運
が
発
生
し
た
が、

は
達
せ
ず、

三
十
七
年
に
至
り、

堂
守
の
庵
を
設
置
す
る
の
み
に
と
ど
ま
っ
た。

目
的

明
治
四
十
二
年
に
至
り、

二
本
松
金
治
郎、

鈴
木
治
左
衛
門、

島
田
菊
松
氏
ら
に
よ
り、

ま
た
大
正
末
期
頃
に
な
る
と、

薬
師
堂
の
朽
損
は
一

そ
う
は
な
は
だ
し
く
な
っ

た
の
で、

こ
れ
を
改
築
す
べ
く、

寄
付
募
集
の
計
画
を
た
て
た
が、

実
施
不
能
と
な
っ

た。

昭
和
三
十
六
年
し
現
在

長

谷

川

玄

信

茂

木

熊

太

郎

町
が
中

薬
師
堂
と

阿
弥
陀
堂
は

昭
和
二
十
八
年

そ
れ
ぞ
れ
改
築
が
行
わ
れ、

現
在
の
よ
う
な
瓦
葺
き
の
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性
を
説
い
た。

こ
の
三
石
仏
の
徹
は
さ
き
に
改
築
し、

保
存
の
た
め
に
は
町
と
保
存
会

が
協
力
し
て、

管
理
に
万
全
を
期
す
べ

く、

努
力
を
つ
く
し
て
き
た
の
で
あ
っ

た
が、

逐
年

石
仏
の
表
屈
剥
落
が
は
な
は
だ
し
く
な
る
状
況
に
あ
っ

た
た
め、

今
の
う
ち
に
何
等
か
の
方

法
に
よ
り
修
理
を
行
い、

保
存
の
措
罹
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら、

十
年
六
月
十
二
日、

小
教
委
第
一

八
四
号
を
も
っ
て、

当
時
の
大
悲
山
保
存
会
長
半
谷
専
松

氏
（
当
時
町
長）
が、

文
化
財
保
設
委
員
会
に
石
仏
の
損
傷
状
況
と
保
存
修
理
の
方
法
等
に
つ

い
て、

調
査、

指
尋
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ、

同
年
八
月
十
日
よ
り
二
日
間
に
わ
た
り、

同
委

員
会
美
術
工
芸
課
の
文
部
技
官
西
川
杏
太
郎
氏
が
調
査
に
来
町
さ
れ、
「
第
一

章
四、

各
石
仏

前
述
の
よ
う
に

.

 

ヽ

営
に
あ
た
っ

た。

工

事

経

過

四

調

し
か
し
雨
屈
り
は
は
げ
し
さ
を
増
し、

放
置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
っ

た。

昭
和
二
年
九
月
二
十
三
日、

半
谷
清
寿
氏
が
小
高
公
会
堂
に
お
い
て、

石
仏
保
存
の
必
要

そ
の
後、

地
方
住
民
の
石
仏
保
存
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り、

同
年
九
月
二

十
六
H
に
は、

保
存
会
設
立
総
会
の
辿
び
と
な
り、

二
百
余
名
が
参
集
の
上
結
成
さ
れ
た。

保
存
会
の
結
成
に
伴
い、

石
仏
に
関
し
必
要
な
資
料
の
蒐
集、

あ
る
い
は
文
書
の
起
草
に

は、

三
島
庄
蔵
氏
が
あ
た
り、

初
代
会
長
に
は、

福
浦
村
長
菅
野
昭
親
氏、

顧
問
に
は
半
谷

泊
寿
氏、

鈴
木
菫
郎
治
氏、

佐
藤
仁
右
衛
門
氏
を、

第
二

章

査

そ
の
他
幹
事
に
は
数
十
名
が
選
ば
れ
速

昭
和
四

修

理

工

事

概

要

法
量、

形
状、

品
質
構
造、

損
傷
状
況
等
は、

に
記
載
し
た、

西
川
杏
太
郎
氏
の
調
査
記
録
と
同
じ
で
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る。

等
に
つ
い
て
詳
し
く
の
べ

ら
れ
て
い
る。

石
仏
に
合
成
樹
脂
を
噴
栃
含
浸
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り、

石
質
の
風
化
を
防
ぎ、

保
存
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
の
指
導
を
得
た
の
で、

院
国
宝
修
理
所
（
京
都
国
立
博
物
館
内）

町
が
県
や
文
化
財
保
護
委
員
会
を
通
じ
て、

美
術

に
設
計
や
経
費
の
調
査
を
依
頻
し
た
と
こ
ろ、

和
四
十
年
十
月
十
五
日
よ
り
二
H
間
に
わ
た
り、

同
修
理
所
長
西
村
公
朝
氏
と、

同
所
技
師

小
野
寺
久
幸
氏
が
現
地
調
査
に
来
町
さ
れ、

翌
四
十
一

年
四
月
に
は
そ
の
結
果
が
報
告
さ
れ

そ
の
内
容
に
は、

石
仏
の
法
量、

形
状、

品
質
構
造、

損
傷
状
況、

修
理
の
方
法、

経
費

さ
き
の
「
第
一

章、

四、

各
石
仏
の
概
要」

こ
。
t
 

の
概
要
」

の
項
に
述
べ
た
よ
う
な
調
査
結
果
の
報
告
を
う
け
た。

部
仲
治
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
来
山
さ
れ、

実
施
調
査
を
行
っ

た。

に、

国
砕
建
築
研
究
所
嘱
託
二
本
松
孝
蔵
氏
が、

同
年
十
二

月
十
二
日
に
は、

同
所
技
師
阿

ま
た
保
存
調
査
と
し
て
は、

石
仏
の

堂
を
改
築
す
べ

く、

石
仏
に
対
す
る
学
術
的
な
調
査
と
し
て
は、

大
正
十
一

年、

福
島
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念

物
調
査
会
嘱
託
小
此
木
忠
七
郎
氏、

内
務
省
考
証
官
萩
野
忠
三
郎
氏、

同
考
査
員
柴
田
常
恵

氏
ら
に
よ
り
行
わ
れ
た。

二
「
磐
城
国
相
馬
郡
福
浦
村
大
字
泉
沢
ノ
磨
崖
仏
二

就
テ
」

を
著
し
た。

そ
の
後、

福
島
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
員
八
木
義
定
氏、

文
部
省
国
宝
保
存
委
員

県
文
化
財
専
門
委
員、

な
ら
び
に
史
跡
調
査
委
員
古
谷

の
ち
に
小
此
木
氏
は
福
島
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第

清
氏、

同
じ
く
塚
本
慶
尚
氏、

地
元
の
渡
部
晴
雄
氏
（
現

日
本
考
古
学
協
会
々

員）

ら
に
よ
り
仏
像
の
調
査
が
行
わ
れ
た。

昭
和
二
年
十
月
二
十
一

日昭
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曰
二
、

,1 

工

事

仕

様

山
寺
務
所
に
宿
泊
し、

修
理
工
事
に
従
事
さ
れ
た。

5、

阿
弥
陀
堂
の
落
下
し
た
表
皮
石
片
は
別
保
存
し
た。

使
用
し
硬
化
し
た。

硬
化
は
電
球
に
よ
る
加
熱
乾
燥
と
し
た
（
摂
氏
七
〇
し
八
0
度）

ー、

殺
徽
お
よ
び
苔、

樹
根
等
の
除
去
を
行
っ
た。

阿
弥
陀
堂、

観
音
堂、

薬
師
堂
の
一

部
に
次
の
通
り
実
施
し
た。

ま
た、
「
修
理
の
方
法」

に
つ
い
て
は、

こ
の
章
の
「
工
事
の
仕
様」

の
と
こ
ろ
に
掲
げ

る
こ
と
に
し、

経
費
の
項
も
後
述
す
る
第
四
章
の
「
工
事
費」

の
と
こ
ろ
と
同
じ
な
の
で
こ

文
化
財
保
護
委
員
会
と、

美
術
院
国
宝
修
理
所
と
の
調
査
に
よ
り、

保
存
修
理
の
可
能
な

こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
の
で、

昭
和
四
十
一

年
四
月
二
十
日、

小
教
委
第
一

五
一

号
を
も
っ

て、

国
や
県
に
修
理
に
関
す
る
指
導
と
補
助
金
交
付
の
申
請
を
し
た。

合
成
樹
脂
を
利
用
し
た
石
仏
の
保
存
修
理
は、

わ
が
国
で
は
栃
木
県
大
谷
の
磨
崖
仏
（
特

別
史
跡、

重
要
文
化
財、

ろ
で
あ
っ
た。

昭
和
四
十
年
保
存
修
理
完
了）

が
最
初
で、

他
に
例
の
な
い
と
こ

二
度
に
わ
た
る
調
査
結
果
の
指
導
に
よ
り、

岩
質
の
調
査、

れ
ぞ
れ
委
託
し、

昭
和
四
十
一
、

昭
和
四
十
一

年
度

薬
師
堂
を
次
の
通
り
実
施
し
た。

そ
れ
に
適
合
す
る
合
成
樹
脂

の
研
究
調
査
を
行
い、

修
理
に
遺
漏
の
な
い
よ
う
万
全
を
期
す
る
た
め、

岩
質
の
調
査
研
究

に
は
東
京
大
学
の
岩
塚
守
公
氏
に、

合
成
樹
脂
の
実
験
に
は
明
治
大
学
の
桜
井
高
景
氏
に
そ

四
十
二
年
の
二
度
に
わ
た
る
両
氏
の
現
地
調
査
を
い
た
だ

き、

そ
の
後
の
研
究
結
果
に
基
づ
い
て
修
理
実
施
の
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
る。

修
理
は、

合
成
樹
脂
の
噴
霧
含
浸
を
主
と
す
る
関
係
か
ら、

比
較
的
高
温
な
時
機
を
選

び、

昭
和
四
十
一

年
度
は、

七
月
二
十
八
日
よ
り
九
月
二
十
二
日
ま
で
の
五
十
七
日
間、

十
二
年
度
は
六
月
一

日
よ
り
八
月
五
日
ま
で
の
六
十
六
日
間、

計
―
二
三
日、

延
九
四
0
人

に
お
よ
ぶ
美
術
院
国
宝
修
理
所
の
技
師
が、

小
野
寺
久
幸
現
地
主
任
を
中
心
と
し
て、

大
悲

仁）

ー、

石
仏
の
殺
徽
お
よ
び
苔
樹
根
等
の
除
去
を
行
っ
た。

2、

全
面
に
「
ア
ク
リ
ル
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
」

樹
脂
を
噴
霧
含
没
さ
せ、

岩
質
を
強
化
し
た。

3、

割
損
浮
上
り
部
は
「
エ
ポ
キ
シ
」

樹
脂
を
用
い
て
接
合
強
化
し
た。

4、

ミ
ソ
穴
（
岩
石
に
混
っ
て
い
る
石
の
と
こ
ろ
が
自
然
に
風
化
し
て、

痕
が
黒
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ）

5、

右
側
壁
の
岩
質
で
完
全
な
風
化
部
は
「
ア
ク
リ
ル
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
」

で
硬
化
し
た。

8、

以
上
の
修
理
箇
所
は、

す
べ
て
そ
の
近
辺
の
色
に
合
せ
て
樹
脂
で
着
色
し
た。

砂
岩
の
粉
末
を
混
入）

に
似
た
朽
損
部
に
は、
「
ア
ク
リ
ル、

昭
和
四
十
二
年
度

2、

全
面
に
「
ア
ク
リ
ル
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
」

樹
脂
を
噴
霧
含
浸
さ
せ、

岩
質
を
強
化
し
た。

3、

割
損
浮
上
り
部
は
「
エ
ボ
キ
シ
」

樹
脂
を
用
い
て
接
合
強
化
し
た。

4、

ミ
ソ
穴
に
似
た
朽
損
部
に
は
「
ア
ク
リ
ル
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
」

樹
脂
三
0
。ハ
ー
セ
ン
ト
を

7、

原
則
と
し
て、

現
状
維
持
を
目
的
と
し、

欠
損
部
は
補
わ
な
か
っ
た。

（
同
質

亀
裂
部
に
は、

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
で
接
合
し
た。

ト
を
噴
霧
含
浸
し
て
硬
化
し
た。

6、

右
側
の
菩
薩
頭
部
の
離
落
部
は
「
ア
ク
リ
ル、

エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
」

樹
脂
二
0。ハ
ー
セ
ン

樹
脂
三
0。ハ
ー
セ
ン
ト
を
使
用
し
て
硬
化
し
た。

こ
で
は
省
き
た
い。

乾
燥
は
電
球
に
よ
る
熱
乾
燥
と
し
た。
（
摂
氏
七
〇
し
八
0
度）

エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
」

そ
の
石
が
落
ち
た
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保
存
を
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。

い
っ
た
作
業
上
の
利
点
が
あ
る。

測
定
に
は、

全
体
の

表
面
積
や、

体
稽
の
算
出、

ま
た
は、

次
元
的
に
精
密
な
測
定
や、

図
化
を
す
る
こ
と
が
で
き
る。

測
を
行
い
、

そ
の
記
録
を
保
存
す
る
こ
と
に
し
た。

写

真

測

瓦
を
全
部
は
ぎ、

下
に
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
を
敷
い
て
葺
き
置
し、

第
三
章

石
仏
の
調
査
で、

実
測
図
の
作
成
に
つ
い
て
は、

実
体
写
真
測
羅
の
技
術
を
導
入
し
て
実

こ
の
方
法
は、

仏
像
に
直
接
手
を
触
れ
る
こ
と
な
く、

測
定
が
立
体
的
に
行
え
る
上、

写

真
全
体
に
わ
た
っ
て
一

様
な
精
度
で
測
定
が
で
き、

撮
影
さ
れ
た
乾
板
（
フ
ィ
ル
ム
）

を
保

存
し
て
お
け
ば、

必
要
に
応
じ
測
定
機
械
に
よ
っ
て、

い
つ
で
も
仏
体
の
再
現
が
で
き、

三

任
意
な
場
所
の

断
面
積
な

ど、

要
求
に
応
じ
た
測
定
を、

電
子
計
算
機
と
の
組
合
せ
に
よ
っ
て、

簡
単
に
得
ら
れ
る
と

い
か
に
合
成
樹
脂
を
用
い
て、

修
理
を
加
え
た
石
仏
も、

完
全
に
現
状
の
ま
ま、

永
久
に

長
い
風
化
の
は
た
ら
き
に
よ
り、

極
微
量
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
も
予
想
さ
れ
る。

こ
れ
か
ら
の
な
が
い
歴
史
の
間
に、

た
と
え
仏
像
に
少
し
の
変
形
が
生
じ
た
と
し
て
も、

量

6
、

薬
師
堂
右
側
の
壁
部
で
岩
質
が
完
全
に
風
化
し
た
部
は、

浮
上
り
部
を
除
去
し
て
再
硬

7、

薬
師
堂、

右
側
菩
薩
の
離
落
し
て
い
た
頭
部
は、

鉄
製
ア
ン
グ
ル
台
に
固
定
し、

別
保

9
、

以
上
の
修
理
箇
所
は、

す
べ
て
そ
の
周
辺
の
色
に
よ
っ
て
樹
脂
で
着
色
し
た。

こ
わ
れ
た
部
分
は
新
し
い

も
の
と、

と
り
か
え
た。

瓦
の
つ
ぎ
目
の
よ
く
な
い
と
こ
ろ
に
は、

銅
板
を
使
っ
て
雨
湿
り
の

な
い

よ

う
に
し

11
、

薬
師
堂
翁
の、

右
外
側
部
分
よ
り
の
風
雨
の

浸
入
を
防
ぐ
た
め、

鉄
板
を
と

り
つ

け

12
、

薬
師
堂
藷
右
側
部
分
の、

岩
石
表
面
の
土
化
し
た
層
を
は
ぎ、

樹
根
や
草
蔓
の
浸
入
を

撮
影
の
時
点
に
お
け
る
仏
体
の
復
元
は、

必
要
な
と
き
に
応
じ
て、

そ
の
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
も
な
る。

近
年、

写
真
測
量
の
応
用
範
囲
は
き
わ
め
て
広
く、

単
に
文
化
財
の
保
存
上
の
利
用
の
み

で
な
く、

道
路、

鉄
道
の
建
設
作
業
や、

土
木
関
係
の
測
量
に、

ま
た
森
林
や、

土
地
の
調

査、

そ
の
他
種
々
な
計
画
調
査
に、

あ
る
い
は
自
動
車
の
車
体
線
図
作
成、

野
に
お
け
る
人
体
計
測、

建
築
物
の
測
定
な
ど、

各
方
面
に
活
用
さ
れ
て
い
る。

こ
の
よ
う
に、

文
化
財
の
測
定
で
写
真
測
量
の
方
法
は、

現
状
測
定
と
し
て、

保
存
修
理

撮
影
作
業
に
関
し
て
は、

良
国
立
文
化
財
研
究
所、

文
部
技
官
牛
川
喜
幸
氏
を
主
任
と
し
て、

翁
の
石
仏
の
撮
影
を、

ド
イ
ツ、

メ
ラ
を
使
用
し
て
行
っ

た。

図
面
の
作
製
に
つ
い
て
は、

の
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
手
段
と
な
っ
て
い
る。

10
、

薬
師
堂
寵
の
屋
根
の
葺
き
替
え
を
行
っ
た。

い
つ
で
も
再
現
で
き、

人
間
工
学
の
分

昭
和
四
十
二
年
十
一

月
十
五
日
よ
り
同
月
二
十
四
日
ま
で、

奈

四
名
が
来
町
さ
れ、

三

カ
ー
ル
ツ
ア
イ
ス
社
製、

S
M
K
40
、

同
120
ス
テ
レ
オ
カ

昭
和
四
十
三
年
一

月
十
七
日、

財
団
法
人
生
産
技
術
研
究
奨

防
ぐ
よ
う
に
し
た。

8
、

原
則
と
し
て
現
状
維
持
を
目
的
と
し、

欠
損
部
は
補
わ
な
か
っ

た。

こ
。
t

存
し
た。

こ
。
ナ

化
し
た。
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b
、

ウ
ィ

ル
ド

製
T
2
セ
オ
ド
ラ
イ
ト

II 

-

ヽ

さ
れ
て
い
る 。

疇

昭
和
四
十
一

年
度

第
四
章

工

事

費

小

高

町

負
担

額

入

次
元
の
数
値
で
座
標
が
得
ら
れ
る 。

面
図
の
作
成
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る 。

伸
し
の
ボ
ジ
フ
ィ

ル
ム
を
作
る
の
に
使
用
し
た

。

六
七
三 、

0
0
0
円

観

音

堂

石

仏

測
誠
用
カ
メ
ラ 、

〇
カ
ー

ル
、

ツ
ア
イ
ス
製 、

S
M
K
120
ス
テ
レ
オ
カ
メ
ラ

b
、

ウ
ィ

ル
ド

製
A
7
オ
ー
ト

グ
ラ
フ

a
、

0
カ
ー

ル
・

ツ
ア
イ
ス
製 、

S
M
K
40
ス
テ
レ
オ
カ
メ
ラ

撮

影

関

係

こ
と
が
で
き
る 。

丁
面
図

縮
尺

a
ヽ

平
面
図

縮
尺

六
分
の

励
会
に
委
託
し 、

さ
き
に
撮
影
さ
れ
た
乾
板
写
真
を
用
い 、

立
体
図
化
機
（
ス
イ
ス

、

ウ
ィ

ル
ド

社
製
A
7
オ
ー
ド

グ
ラ
フ
）

に
よ
っ

て
行
わ
れ 、

同
年
二
月
二
十
九
日
完
成
し
た 。

薬

師

堂

石

仏

阿
弥
陀
堂
石
仏

正
面
図

縮
尺

六
分
の

二 、

化

II 

全
体
の
平
面
図

縮
尺

二
十
分
の
一

二
十
分
の
一

二

台
を
測
界
の
両
端
に
固
定
し
て
あ
り 、

両
カ
メ
ラ
の
軸
は 、

平

行
に
な
る
よ
う
正
確
に
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る 。

レ
ン
ズ
は 、

ほ
と
ん
ど
無
収
差
に
近

く 、

焦
点
距
離
は
六
〇
粍 、

絞
り
―
-

、

両
カ
メ
ラ
主
点
間
の
距
離
（
撮
影
基
線）

は
S
M
K
40
で
は
四
〇
糎 、

S
M
K
120
で
は
一

米
二
0
糎
に
そ
れ
ぞ
れ
固
定
セ
ッ
ト

ツ
ア
イ
ス
製
S
E
G
V

偏
歪
修
正
機

フ
ィ

ル
ム 、

乾
板
の
伸
し
機 、

水
平 、

垂
直
撮
影
に
な
お
せ
る
よ
う
傾
斜
を
与
え
る

今
回
は 、

図
化
機
A
7
オ
ー
ト

グ
ラ
フ
に
て 、

測
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め 、

倍

万
能
図
化
機 、

航
空
写
真
お
よ
び
地
上
写
真
か
ら
の
図
化
測
定
が
で
き
る

。

X
Y
z
の
三
次
元
測
定
の
内 、

Y
Z
ギ
ャ
ー

の
変
換
に
よ
っ

て 、

地
上
写
真
で
も
平

ま
た 、

座
標
の
自
動
記
録
装
置
(
E
K
3
)

が
つ
い
て
い
て 、

図
化
す
る
と
同
時
に

六
鉢
の
正
面
図

縮
尺

六
分
の

ス
チ
ー

ル
テ
ー

プ 、

水
系
お
よ
び
水
球 、

乾
板
（
撮
影
用）

こ
の
図
化
に
よ
っ

て 、

次
の
図
面
が
作
製
さ
れ
た

C
、

そ
の
他
器
材

み
で
精
度
は
数
秒
で
あ
る 。

写
真
測
量
用
の
基
準
点
の
設
置
と
撮
影
点
の
設
定
の
為
に
使
用 、

分
度
盤
は
一

秒
読
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収

支

合
雑

収

入

額

福

島

県
補
助
額

国

庫

補

助

額

小
高
町
負
担
額

工
合

二、

計 昭
和
四
十
二
年
度

計

四 、

八
四
0、

0
0
0
円

一
九
五 、

0
0
0
円

七
七
四 、

0
0
0
円

支

二 、

三
二
二 、

0
0
0
円

工
合

事

費 計

六 、

八
四
六 、

0
0
0
円

雑

収

入

額

一
、

五
四
九 、

0
0
0
円

福

島

県
補
助
額

国

庫

補

助

額

三 、

三
二
二 、

0
0
0
円

一
九
五 、

0
0
0
円

ヽ

二 、

ニ
ニ
ニ 、

0
0
0
円

1
0
七 、

0
0
0
円

小
高
町
負
担
額

入

二 、

0
0
六 、

0
0
0
円

三、

総
工
事
費
（
疇
鱈
疇

旦
五
鱈）
合
計

岩
質 、

合
成
樹
脂
調
査
実
験

委

託

調

査

費

五
0、

0
0
0
円

五
0、

0
0
0
円

四 、

八
四
0、

0
0
0
円

事

務

費

四
四 、

0
0
0
円

写

真

測
量

図
化

四
三
0、

0
0
0
円

人

件

費

岩
質 、

合
成
樹
脂
調
査
実
験

人

件

事

務

費

六
八 、

0
0
0
円

四
八
0、

0
0
0
円

足

場

材

料

二
五 、

0
0
0
円

ニ
四 、

0
0
0
円

委

託

調

査

費

事

務

費

五
七
三 、

0
0
0
円

五
0、

0
0
0
円

電
気
工
事
請
負
費

七
六
五 、

0
0
0
円

人

件

費

一
六一

、

0
0
0
円

石
仏
修
理
請
負
費

一
、

0
九
八 、

0
0
0
円

人

件

事

務

費

七
三
四 、

0
0
0
円

修
理
工
事
請
負
費

一
、

八
八
八 、

0
0
0
円

薬
師
堂
痛
右
外
側
部
分
と
屋
根
修
理

四一
〇 、

四
六
0
円

事

費

一
、

八
八
八 、

0
0
0
円

足

場

材

料

三
0、

五
四
0
円

出

電
気
工
事
請
負
費

三
四
四 、

二
五
0
円

計

二 、

0
0
六 、

0
0
0
円

石
仏
修
理
請
負
費

二 、

八
四
0、

七
五
0
円

雑

収

入

額

修
理
工
事
請
負
費

、

六
二
六 、

0
0
0
円

事

費

福

島

県
補
助
額

国

庫

補

助

額

三
三
三 、

0
0
0
円

一
、

0
0
0、

0
0
0
円

工

、

六
二
六 、

0
0
0
円
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合

議

員

未

永

亀

之

助

.. 

委
員
長

半

谷

専

松

安

田

勇

助

副 議
議
長

横

山

晴
松

助

教
育
長

文
化
財
調
査
委
員

藤

勝

長

村

田

之

助

斉松

本

安

義

町
議
会
議
員

高

井

義

徳

収
入
役

杉

重

雄

泉

勝

雄

助

役

鈴

木忠

徳

委
員
長

山

尾

茂

町

長

吉

田

廣

衛

薬
師
堂
寵
右
外
側
部
分
と
屋
根
修
理

人

件

事

務

費

委

託

調

査

費

五 、

五
一

四 、

0
0
0
円

三 、

九
三
八 、

七
五
0
円

-
、

1

0
九 、

二
五
0
円

八
0
二

、

0
0
0
円

一

八
五 、

0
0
0
円

六
一

七 、

0
0
0
円

五
三
0 、

0
0
0
円

1

0
0 、

0
0
0
円

四
三
0 、

0
0
0
円

六 、

八
四
六 、

0
0
0
円

教
育
委
員
会

町

関

係

田

代

徳
太
郎

山

本

重

助

工

事

関

係

者

鎌

田

志
佐

藤

清泰

助
佐

藤

章

計

写

真

測
量

図
化

志

賀

豊

岩
質
合
成
樹
脂
調
査
実
験

相

浦

長

治

西

山

光

男

事

務

費

佐

藤

十

郎

人

件

費

佐

佐
々

清

明

藤

重

成

五
五 、

五
四
0
円

四
一

0 、

四
六
0
円

橘

富

造

足

場

材

料

清

木イ言

正

穂

電
気
工
事
請
負
費

石
仏
修
理
請
負
費

松

本

泰

幡

暁

修
理
工
事
請
負
費

天

野

重

治
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木

幡

知

農

朝

生

郁

幹

事

清鈴

木

拓

鈴

木
芳

朗

イ言

竜

雄

丸

安

隆

和

佐

藤

清

木
幡

昌

雄
（
町
総
務
課
長）

博
（
町
住
民
課
長）

清
（
町
産
業
課
長）

助
（
公
民
館
長）

写
真
測
量
図
化

東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所

教

授

工
学
博
士

文
部
技
官

森

東

太

作

井
戸
川

参

与

井
戸
川

イ言

伊平

田

豊

佃

幹

寛雄

理

事

清

信

正

穂

斉

藤

勝
（
教
育
長）

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

文
部
技
官

牛

J Ii 

喜

幸

副
会
長

梅

田

徳

栄

写
真
測
量
撮
影

会

長

吉

田

廣

衛
（
町
長）

桜

井

高

景

松 鈴

本

木

渡

部

顧

問

半

谷

松
（
前
町
長）

雄
（

文
化
財
委
員）

重
郎
治
（
県
議）

及
（
商
工
会
長）

研

究

調

査

東
京
大
学

助
教
授

理

学

博

士

明
治
大
学
教
授

工

学

博

士

岩

塚

守

公

晴専

同

主
事

長

岡

ハ

ツ

ィ

保
存
会
関
係

同

主
査

今

野

栄

八

相

馬

胤

敏

県
社
会
教
育
課
長

佐

籐

正

義

渡

部

晴

福
島
県
教
育
長

折

笠

与
四
郎

豊

田

秀

雄雄助

同

西

川

杏
太
郎

大

曲

武

岩

崎

敏

夫

天

野

秀

延

副
委
員
長

松

本

繁

慈
徳
寺
住
聴

工

事

指

導

文
化
財
保
護
委
員
会

文
化
財
調
査
官

仲

野

原

浩

教

仙
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事

務

担

当

木 電

工

事

気

工

事
同 同 同 同 同 同 同 同 同 技

師

所

工

事

従

事

者

美
術
院
国
宝
修
理
所長

写
真
測
量
整
図

遠

藤

坂

本

喜

久

雄
（
教
育
次
長）

弘
（
事
業
課
建
設
係
長）

日
戸

永

岡

保

倍
（
前
教
育
次
長）

佐

藤

五

郎
（
事
業
課
長）

石

田

男

大

和

田

健

伊

佐

周

山

崎

隆

之

中

村

孝

司

長

柿

竜

池

田

太

郎

飯

田

雅

白

石

和

高

橋

俊

彦雄夫

中

西

盛

小西

野

寺村

久公

和

良

品

幸
（
現
地
主
任
技
師）

朝

長

門

古

内

弘
（
社
会
教
育
主
事）

18 



主
事
古
内

教

育

長

斎

藤

勝

福
島
県
相
馬
郡
小
高
町
教
育
委
員
会

こ
の
報
告
書
が
後
世
に
お
け
る、

石
造

浩
氏、

こ
の
石
仏
は、

に
も、

当
地
方
に
お
け
る
石
造
芸
術
と
し
て、

全
国
よ
り
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が、

石
仏
の
朽
損
は
一

そ
う
は
げ

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

幸
い
近
年、

栃
木
県
大
谷
の
磨
崖
仏
が、

合
成
樹
脂
に
よ
る
修
理
が
行
わ
れ、

と
か
判
明
し
た
た
め、

当
町
に
お
い
て
も、

関
係
機
関
の
指
溝
と
協
力
を
得
て、

研
究
調
杏
の
結
果、

修
理
実
施
の
運
び
と
な
っ

た
の
で
あ

こ
の
よ
う
な
修
理
は、

ご
満
足
を
得
る
よ
う
な、

当
町
と
し
て
も
初
め
て
の
こ
と
で、

工
事
の
施
行
に
あ
た
ら
れ
た、

美
術
院
国
宝
修
理
所
の
方
々

お
世
話
の
で
き
得
な
か
っ

た
こ
と
を
謝
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ま
た、

文
化
財
保
護
委
員
会
を
は
じ
め、

県、

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所、

財
団
法
人
生
産
技
術
奨
励
会、

並
び
に
岩
質
の
調
査
実
験、

合
成
樹
脂
の
研
究
等
を
担
当
せ
ら
れ
た
岩
塚、

桜
井
の
両
氏
な
ど
よ
り、

格
別
の
ご
指
導
と
こ
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て、

感
謝

申
上
げ
ま
す
。

こ
の
報
告
書
は、

東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
丸
安
研
究
室
の
鈴
木
芳
朗
氏、

文
化
財
保
護
委
員
会
の
西
川
杏
太
郎
氏、

仲
野

当
町
の
渡
部
睛
雄
氏、

相
馬
胤
敏
氏、

清
信
正
穂
氏
等
よ
り、

資
料
の
提
供
と
ご
指
導
を
い
た
だ
き、

当
教
育
委
員
会
事
務
局
の
社
会
教
育

弘
氏
が
ま
と
め
ま
し
た
。

以
上
の
諸
氏
の
御
厚
志
に
対
し
謝
意
を
表
す
る
と
と
も
に、

文
化
探
究
の
た
め
の
資
料
と
し
て、

少
し
で
も
役
立
つ
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

昭
和
四
十
三

年―――
月

な
に
故
に
も、

り
ま
す
。

こ
れ
が
石
質
を
強
化
し、

風
化
を
防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
こ

し
く
な
る
状
態
に
あ
っ

た
の
で、

何
ら
か
の
保
存
措
置
を
講
じ、

こ
れ
を
長
く
後
世
に
伝
え
る
べ

く、

多
年
に
わ
た
り
思
索
さ
れ
て
来
た
と

あ

と

が

き

• 
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